
[3.1] 手足の陽経に痛くなく

（２）鍼の種類や手技と痛さの関係

⑴鍼　  　　提鍼・小児鍼　金鍼　銀鍼　ﾃﾞｨｽﾎﾟ　　　　　中国鍼　員利鍼　

⑵太さ  　　霞　０　１　２　３　　５　　８　　　20　　　30　　　　50　

⑶切皮　 　接触鍼　　　撚鍼　　　弾入(極軽め１回　並2,3回　  強く5回)　

⑷刺法　 　横揺らし　単刺　　 旋撚    　　 雀啄　 　回旋 　　　回旋＆雀啄　

⑸押手　   　　　　　　　強め　　　　　　　　　    弱すぎ　

痛くない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　痛い

※１：現在では、ステンレスのディスポよりも銀鍼を痛いという方のほうが多い！

[1]「手足の陽経引く」・・・鍼術の基本中の基本であり、要（かなめ）です

①症状：肩胛骨・鎖骨から上なら、手の陽経に引く
　　　　腰など下半身　　　なら、足の陽経に引く
　　　　（首や腰の動作制限などがモデルにむく）

症状を聞く
　　調べる

経絡を
決める

②症状の場所：左→左手（足）、右→右手（足）
　　　　　　　前→陽明、横→少陽、後ろ→太陽

ツボ探し
③えらんだ経絡の筋肉の溝にそって、肘・膝から手首・足首に指を滑らせ
　ヘコんだ、ベタベタした、黒ずんだ、押して痛いところを探す
　２，３みつかったら、イヤな感じの強いほう、ヘコみの深いほう

痛くなく
速刺徐抜

④押し手をしっかり、軽く1,2回弾入、静かにすっと刺入
　変化があったら、深さを変えず横ゆらしなどしてから
　ゆっくり抜いてくる

変化の確認
⑤刺鍼したところと患部の痛みや動作制限などは、変化したか
　　ヘコみ　：浅くなったか、弾力が出たか
　　ベタベタ：サラサラしたか
　　黒ずみ　：明るくなったか
　　痛さ　　：少なくなったか
　　動作制限：可動域が広がったか


